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主な掲載内容
◆６月定例議会・5月臨時会で

決まったこと

◆主な議案の委員会審査報告

◆市政を問う！（一般質問）

◆令和５年度 延岡市議会の議会構成

◆全国市議会議長会表彰、編集後記
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5月臨時会において、新しい議長・副議長が就任しました

　5月の臨時会におきまして、第5９代議長に就任いたしました。コロナ禍の折には様々な活動がストップし、

経済的なダメージを受けた中での就任となり、市内の様々な声をお伺いし、その期待と職責の重さを改めて

実感し、身の引き締まる思いです。ここ数年、人の動きは停滞し、地域のコミュニケーションの機会も

減っておりましたが、今年度に入っては、新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、

各種行事が数年ぶりに再開、開催されるなど、少しずつではありますが、明るい兆し

も徐々に大きくなってきております。延岡を以前のように活気あるまちにすべく職務

を全うしたいと思います。

　これからは、本会議をはじめとしたライブ配信など、各議員がそれぞれの立場で

是々非々の議論を行う姿をさらに見ていただくことで、今以上に開かれた議会と

なり、市民の皆様に親しまれる存在となるよう努力していきます。今後とも、延岡市の

さらなる発展のために取り組んで参りたいと思いますので、皆様のご指導、ご鞭撻を

お願い申し上げます。

議長就任あいさつ

議長  松田 満男

全国市議会議長会表彰
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延岡市議会議員（令和５年５月２日～）

広報・広聴検討会議メンバー

柴　 浩信、中島 誠治、山本 珠美

宮田 博徳、後藤 司光、小御門 綾

小野　 挙、甲斐 正幸

　5月の臨時会におきまして、副議長に就任いたしました。責務の重さを受け止め、

議会の皆様から選任いただいたことに応えるべく、議長を支えながら、丁寧な議会

運営に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症が５類に移行後、経済や社会が日常風景を取り戻そう

とする一方で、「コロナとの共生」という新しい価値観も生まれつつあります。延岡市

議会も４月の統一地方選挙において、新しいメンバーでの船出となりましたが、

今までの仕組みや取り組みを是とするのではなく、改革、改善の声にも耳を傾け、

議会が一丸となって市政の課題に取り組み、延岡市全体が発展し、住みやすいまちに

なるよう努力してまいります。今後とも、よろしくお願いいたします。

副議長就任あいさつ

副議長 早瀨 賢一

　第９９回全国市議会議長会において、多年に

わたる地方自治の進展に寄与した功績により、稲田

雅之議員が２０年表彰を受けられました。

　６月定例会開会日に議場で、表彰状の伝達並びに

市長から祝辞が述べられ、稲田議員より、謝辞が

述べられました。
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令和５年度延岡市一般会計補正予算（※）
令和５年度延岡市下水道事業会計補正予算

延岡市一般職職員給与条例の一部改正

職務に専念する義務の特例に関する条例の一部改正

延岡市税条例の一部改正

延岡市火災予防条例の一部改正

延岡市特別用途地区内における建築物の制限に関する条例の制定

延岡市土地区画整理事業施行条例の一部改正

延岡市国民健康保険税条例の一部改正

延岡市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

延岡市都市公園条例の一部改正

財産の取得（水槽付消防ポンプ自動車の購入）

財産の取得（小型動力ポンプ付積載車の購入）

市道の路線廃止（５路線）

市道の路線認定（４路線）

延岡市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について

延岡・西臼杵地域成年後見制度利用促進基本計画検討協議会共同設置規約の制定に関する協議

令和５年度延岡市一般会計補正予算（二次分）

副市長の選任（小泉 智明 氏）

6月定例議会で決まったこと （6/16～７/7）

令
和
５
年
度
　
延
岡
市
議
会
の
議
会
構
成

　６月定例議会では、一般職職員給与条例の一部改正など17件の議案を可決・同意し、１件の議案を修正可決し、
1件を否決しました。また、市長から３件の報告を受け、請願１件を採択しました。
　一般質問では３日間で15名が登壇し、マイナンバーカードなどについて活発な議論が交わされました。

各常任委員会では、1年間の調査項目
を定め、先進地調査を行うなど、重点
的に調査・研究を実施し、令和６年の
３月定例議会にて調査結果を報告
します。

５月臨時議会で決まったこと （5/15・16、5/30）

※当該議案の7月臨時会以降の経過については、紙面作成の日程の都合上、次号に掲載いたします。なお、議決結果等に
　ついては延岡市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名 結 果
修正可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

否　　決

原案同意

固定資産評価員の選任（甲斐 保孝 氏）

専決処分の承認（令和５年度延岡市一般会計予算）

専決処分の承認（令和５年度延岡市一般会計補正予算）（第１号）

専決処分の承認（延岡市税条例の一部を改正する条例の制定）

専決処分の承認（令和５年度延岡市一般会計補正予算）（４月補正）

監査委員の選任（中城 あかね 氏）

議　案　名 結 果
原案同意

承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

原案同意

令和５年度延岡市一般会計補正予算

和解及び損害賠償の額の決定

原案可決

原案可決

令和４年度延岡市繰越明許費繰越計算書の報告

令和４年度延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告

令和４年度延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告

請　　願

各常任委員会の令和５年度所管事務調査テーマ

結 果

報告案件

報 告 案 件

5/15・16

5/30

採　　択学校給食の無償化についての請願

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
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委 　員

委 　員
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委 員 長
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委 　員
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委 　員

委 　員

委 員 長

副委員長

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

上　杉　泰　洋

猪之鼻    哲

中　島　誠　治

山　本　珠　美

宮　田　博　徳

前　田　　  遼

甲　斐　行　雄

稲　田　雅　之

甲　斐　正　幸

吉　本　　　 靖

梶　本　英　一

後　藤　司　光

小御門　　　綾

甲　斐　忠　篤

北　林　幹　雄

小　野　正　二

河　野　治　満

比江島　久美子

峯　田　克　明

柴　　  浩　信

吉　田　茂　仁

小　野　  　挙

中　城　あかね

平　田　信　広

長　友　幸　子

早　瀨　賢　一
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委 員 長
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議 　員

議 　員

議 　員

議 　員

議 　員

議 　員

北　林　幹　雄

甲　斐　行　雄

柴　　  浩　信

稲　田　雅　之

長　友　幸　子

小　野　正　二

河　野　治　満

長　友　幸　子

甲　斐　行　雄

甲　斐　忠　篤

猪之鼻    哲

比江島　久美子

峯　田　克　明

中　城　あかね

平　田　信　広

早　瀨　賢　一

甲　斐　行　雄

北　林　幹　雄

長　友　幸　子

小　野　正　二

河　野　治　満

議　　　長

副　議　長

監 査 委 員

松　田　満　男

早　瀨　賢　一

中　城　あかね

１年間調査します!!
総  務

政  策

産  業

建  設

厚  生

教  育

〇国民スポーツ大会開催に向けた取り組み

〇デジタル田園都市国家構想に関する取り組み

〇PFIの手法を活用した事業の取り組み

〇まちなかの賑わいづくりの取り組み

〇脱炭素先行地域に関する取り組み

〇学校・地域が連携する取り組み
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。
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。
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そ
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目

新
た
な
移
動
手
段

6月定例議会の主な議案の委員会審査報告
一般会計補正予算１次分（予算審査特別委員会）

一般会計補正予算２次分（予算審査特別委員会）

一般会計補正予算（２次分）に関する本会議での審議について

一般会計補正予算１次分に関する本会議での審議について
　本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、議員提案の修正案を賛成多数で可決し、

それ以外の部分については、当局提案の原案のとおり可決しました。

　市役所周辺において、現在、複数箇所に駐車場が点在し、駐車場の位置や満空状況が分かりづらい
状況となっていることから、主な駐車場の出入口に満車・空車を明示する表示板を設置することに
より、誘導員がいなくても混乱・混雑のない快適で且つ事故防止を図る駐車場管理を行うことが
できるように駐車場管理システムを整備するもの

主
な
質
疑

応
答
の
論
点

・図書館やカルチャープラザの令和元年度と直近の利用者数について
・駐車場を整備した場合の経費削減について
・18人誘導員を配置する前提でのパブリックコメントについて
・毎日18人配置するのではなく、イベントがある時に限定した誘導員の配置について

　私立学校も含めた市内の小中学生等について、給食材料費等の上昇による保護者の負担軽減を図る

ため、給食費等の物価上昇相当額を支援するほか、市内のすべての世帯に５千円の商品・サービス券を

配布する経費や、国の「デジタル田園都市国家構想交付金」の採択決定を受け、採択された事業の予算を

計上した、「空飛ぶクルマ」の医療・防災分野での活用促進を図ることや、平常時には観光客や出張客の

市内での消費拡大を図り、災害時には主要避難所などで携帯電話やスマートフォンが不通になっても

通信を可能とするネットワークシステムを整備する事業など14億1,315万3千円が計上されました。

〇「『空飛ぶクルマ』も見据えた新たな救急搬送体制づくり事業」及び「平常時・災害時共通 災害に強い

地方創生ネットワーク構築事業」の両事業については、これまでの市当局との質疑応答のみでは、

事業の必要性や実現可能性などの観点から事業実施の是非について判断することが難しいため、

閉会中継続審査とした上で、市当局以外の関係者への意見聴取や他自治体の先進事例の調査など、

引き続き慎重に審査を行うこととしたいが、組み替え動議が認められなかったため。
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。
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。
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。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

少
子
化
対
策

森
林
環
境
譲
与
税
の

譲
与
基
準
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

６月29日質問

立
憲
民
主
党
市
議
団

宮
田
博
徳 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
、取
得
す
る
た
め
の

手
続
き
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
方
々
へ
の
発
行
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

【
答
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

操
作
が
困
難
で
あ
る
等

手
続
き
が
難
し
い
ケ
ー
ス

の
対
応
と
し
て
、自
宅
へ
担
当

職
員
が
出
向
い
て
申
請
の

手
続
き
を
行
う「
出
張
申
請
」

を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
医
療

【
問
】延
岡
看
護
専
門
学
校
は
、

全
日
制
に
移
行
す
る
。本
市

独
自
の
支
援
事
業
は
で
き

な
い
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
運
営
費
に

対
す
る
補
助
等
は
行
っ
て

い
る
。
学
生
に
対
し
て
も

延
岡
市
育
英
会
の
奨
学
金

制
度
の
支
援
等
で
支
援

し
て
い
る
。
市
内
の
看
護
職

人
材
確
保
の
た
め
の
新
た
な

支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

福
祉
施
設
の
更
新

無
所
属
市
民
の
会

甲
斐
正
幸 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

峯
田
克
明 

議
員

健
康
診
断

【
問
】国
民
健
康
保
険
の
特
定

検
診
の
よ
う
に
、無
料
で

受
け
ら
れ
る
制
度
を
、
40
歳

未
満
の
方
々
に
広
げ
ら
れ

な
い
か
。

【
答
】他
自
治
体
の
実
施
状
況

を
参
考
に
、
関
係
機
関
と
も

協
議
を
行
い
、
国
保
加
入
の

40
歳
未
満
の
被
保
険
者
も

検
診
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

ご
み
処
理
問
題

【
問
】様
々
な
理
由
に
よ
り
、

家
庭
ご
み
の
搬
出
に
苦
慮

し
て
い
る
方
々
へ
の
対
応
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】ご
み
出
し
困
難
者
へ
の

支
援
は
、
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
年
度
中

に
要
綱
等
の
見
直
し
を

行
い
、
来
年
度
か
ら
制
度
の

充
実
と
排
出
困
難
者
の

減
少
を
、
実
現
す
る
よ
う

取
り
組
む
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

不
登
校
問
題

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、市
民
に
不
安

を
与
え
て
い
る
。ト
ラ
ブ
ル

か
ら
市
民
の
不
安
を
払
し
ょ
く

す
べ
き
と
考
え
る
が
、そ
の

対
策
は
。

【
答
】国
の
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

情
報
総
点
検
本
部
」と
連
携
を

図
り
な
が
ら
点
検
作
業
を

行
う
。ま
た
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
込
支
援
コ
ー
ナ
ー
に
て

丁
寧
な
対
応
を
行
う
。

防
災
対
策

【
問
】河
川
の
堆
積
土
砂
は

早
期
に
撤
去
し
て
河
川
氾
濫

か
ら
市
民
の
安
全
を
確
保

す
べ
き
と
思
う
が
土
砂
撤
去
の

計
画
は
。

【
答
】河
川
内
の
土
砂
撤
去
や

除
草
は
、
氾
濫
を
防
ぐ
効
果

が
高
い
と
考
え
る
。
今
後
も

国
及
び
県
に
対
し
引
き

続
き
強
く
要
請
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

乗
合
タ
ク
シ
ー

立
憲
民
主
党
市
議
団

長
友
幸
子 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

上
杉
泰
洋 

議
員

年
を

【予算の概要】

　審査の結果、「空飛ぶクルマ」も見据えた新たな救急搬送体制づくり事業に関する歳出予算（１億

180万円）及び平常時・災害時共通 災害に強い地方創生ネットワーク構築事業に関する歳出予算（１億

9,943万６千円）の全額の減額及び減額に伴う財源調整を行うこと、また、それら減額した２事業に

関する歳入歳出予算（合計３億123万６千円）を計上した新たな補正予算を編成することを求める

組み替え動議（※）が賛成多数により可決されました。その後、市長より本動議を受け入れない旨の
意向が示されたことを受け、「空飛ぶクルマ」も見据えた新たな救急搬送体制づくり事業及び平常時・

災害時共通 災害に強い地方創生ネットワーク構築事業に係る歳入歳出予算を減額する修正案が議員

から提案され、審査の結果、賛成多数により議員提案の修正案を可決し、それ以外の部分については、

全員異議なく当局提案の原案のとおり可決しました。

　※組み替え動議とは、提案された予算案を編成し直すことについて、委員会の意思決定を求めて行われる議員からの
　　提議のことをいいます。

【審査結果】

予算の修正を行う主な理由は、次のとおりです。

本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、賛成少数により否決されました。
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６月27日質問議員15名が一般質問市政を問う！

注
1

き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト

保
育
料
は
国
が
定
め
る

上
限
額
の
範
囲
内
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が

定
め
て
い
る
が
、
多
子

世
帯
に
つ
い
て
は
、保
育

料
の
負
担
軽
減
が
あ
り
、

最
年
長
の
子
ど
も
か
ら

順
に
２
人
目
は
半
額
、

３
人
目
以
降
は
無
料
と

な
る
。延
岡
市
で
は
、そ
の

最
年
長
の
子
ど
も
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
年
齢
を

令
和
５
年
４
月
に
小
学
校

就
学
前
か
ら
中
学
校
就
学

前
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、地
域
の
個
性
を

活
か
し
な
が
ら
、地
方
の

社
会
課
題
の
解
決
、魅
力

向
上
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

を
実
現
し
、地
方
活
性
化

を
加
速
す
る
も
の
。国
は
、

基
本
方
針
を
通
じ
て
、

構
想
が
目
指
す
べ
き

中
長
期
的
な
方
向
性
を

提
示
し
、
地
方
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

■
用
語
解
説
■

注
1

注
2

６月28日質問

台
風
災
害
対
策
①

【
問
】川
底
が
上
が
れ
ば
内
水

氾
濫
、外
水
氾
濫
が
考
え

ら
れ
る
。大
規
模
に
土
砂
を

取
り
除
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、今
後
の
土
砂
撤
去

対
策
は
。

【
答
】
土
砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
国
及
び
県
に

対
し
て
強
く
要
請
を
行
っ
て

い
く
。

台
風
災
害
対
策
②

【
問
】停
電
等
の
原
因
に
な
る

と
予
測
さ
れ
る
倒
れ
か
け
た

樹
木
や
、家
屋
に
覆
い
か
ぶ

さ
っ
て
い
る
危
険
な
樹
木
の

処
理
費
に
つ
い
て
補
助
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】
危
険
木
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
防
災
や
減
災

の
面
か
ら
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
補
助
制
度
を

創
設
す
る
事
に
つ
い
て
、

協
議
・
検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

健
康
長
寿
社
会

エ
ン
ク
ロ
ス

【
問
】指
定
管
理
が
見
直
さ
れ

賑
わ
い
が
減
少
す
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。

【
答
】
イ
ベ
ン
ト
支
援
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
の

事
業
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り

強
力
に
中
心
市
街
地
の

再
生
に
取
り
組
む
。

富
美
山
地
区
大
規
模
雨
水

処
理
施
設
整
備
事
業
計
画

【
問
】第
１
ポ
ン
プ
場
建
設
の

進
捗
状
況
は
。

【
答
】第
１
ポ
ン
プ
場
は
現
在

調
整
池
の
整
備
を
進
め
て

お
り
令
和
７
年
度
に
完
成

予
定
で
あ
る
。

高
平
山

【
問
】林
道
開
設
後
に
林
道
を

活
用
し
た
観
光
資
源
作
り
は
。

【
答
】風
光
明
媚
な
自
然
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り

観
光
客
数
の
増
加
や
滞
在

型
観
光
を
推
進
す
る
た
め

に
林
道
高
平
山
線
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

梶
本
英
一 

議
員

保
育
利
用
料
①

【
問
】本
市
保
育
料
は
国
基
準

と
比
べ
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

所
得
が
低
い
世
帯
ほ
ど

減
額
率
が
低
い
。所
見
は
。

【
答
】
昨
年
度
の
見
直
し
で

最
大
月
額
１
万
円
、
年
間

12
万
円
、
国
の
基
準
と
比
較

す
る
と
３
分
の
２
程
度
ま
で

の
軽
減
と
合
わ
せ
、多
子
世
帯

の
き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト

年
齢
の
大
幅
な
延
長
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

保
育
利
用
料
②

【
問
】政
府
が
こ
ど
も
未
来

戦
略
方
針
を
閣
議
決
定
し
、

制
度
の
拡
充
が
望
め
る
中
で
、

特
に
地
方
自
治
体
負
担
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

【
答
】
保
育
料
へ
の
更
な
る

市
の
財
源
負
担
は
厳
し
い

中
で
、
未
就
学
期
間
だ
け

で
な
く
教
育
の
充
実
に
も

注
力
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

児
童
手
当

友
愛
ク
ラ
ブ

前
田  

遼 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

小
野  

挙 

議
員

漁
業
系
廃
棄
物

【
問
】北
浦・島
浦
等
の
現
状
を

把
握
し
、市
が
先
導
し
て

漁
業
系
廃
棄
物
回
収
日
を

設
け
、業
業
者
等
へ
支
援
は

出
来
な
い
か
。

【
答
】
現
状
把
握
は
出
来
て

い
る
が
、
漁
港
の
環
境
保
全

を
含
め
取
り
組
み
を
支
援

す
る
枠
組
み
を
設
け
て

い
る
の
で
引
き
続
き
支
援

し
て
い
く
。

I
C
T
教
育
①

【
問
】公
立
小
中
学
校
の
同
一

機
種
で
学
習
で
き
る
環
境

整
備
は
。

【
答
】今
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
て
生
徒
児
童
が
同
一

機
種
で
学
べ
る
環
境
が
整
う
。

I
C
T
教
育
②

【
問
】全
校
一
斉
に
使
え
る

高
速
W
i
‐
F
i
通
信
環
境

の
整
備
は
。

【
答
】
学
校
ご
と
に
調
査
を

行
い
通
信
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
事
業

【
問
】維
持
管
理
費
と
し
て
の

本
市
負
担
額
は
。

【
答
】今
年
度
は
既
存
の
救
急

医
療
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
や

調
査
・
検
討
が
中
心
と
な
る

た
め
、
た
だ
ち
に
は
発
生
し

な
い
。来
年
度
以
降
は
事
業
の

成
果
を
踏
ま
え
国
の
審
査
を

経
て
交
付
決
定
を
受
け
る

が
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を
市
が

購
入
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
の
で
、
高
額
備
品
を

購
入
す
る
維
持
管
理
費
は

発
生
し
な
い
。

九
州
中
央
自
動
車
道

【
問
】平
底
〜
蔵
田
間
の
新
規

事
業
着
手
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】高
速
道
路
の
事
業
着
手

は
計
画
段
階
評
価
が
完
了

し
た
箇
所
か
ら
事
業
化

さ
れ
る
。
同
区
間
は
計
画

段
階
評
価
の
着
手
に
向
け
た

準
備
を
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

津
波
避
難
対
策

自
民
党
き
ず
な
の
会

柴  

浩
信  

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

稲
田
雅
之 

議
員

注
2

注
3

注
4

計
画
段
階
評
価

国
土
交
通
省
が
所
管
し
、

対
象
と
す
る
事
業
に

お
い
て
、地
域
の
課
題
や

達
成
す
べ
き
目
標
、地
域

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、複
数

案
の
比
較
・
評
価
を
行
う

と
と
も
に
、事
業
の
必
要

性
及
び
事
業
内
容
の

妥
当
性
を
検
証
す
る

取
り
組
み
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

が
ん
治
療
に
よ
る
外
見

の
変
化
に
対
し
医
療
者

が
行
う
ケ
ア
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
略
称
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
や
事
象
を
正
し
く

理
解
し
、
そ
れ
を
適
切

に

判

断
、
運

用

す

る

た
め
の
知
識
や
能
力
を

向
上
さ
せ
る
教
育
。

■
用
語
解
説
■

注
3

注
4

注
5

行
縢
地
域
の
観
光

【
問
】野
口
遵
記
念
館
の
行
縢

山
を
模
し
た
滝
や
池
に
は

説
明
板
な
ど
が
な
い
。行
縢

山
や
地
域
に
誘
導
す
る
案
内

板
な
ど
を
設
置
し
て
P
R

し
て
貰
い
た
い
。

【
答
】
新
た
な
記
念
館
に
は

多
く
の
来
館
者
が
あ
る
。

そ
の
方
々
の
目
に
も
留
ま
る

よ
う
な
説
明
板
や
案
内
板

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。

延
岡
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い

の
か
。ま
た
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
ど
れ
く
ら
い

い
る
の
か
。

【
答
】延
岡
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は

発
生
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
毎
日
変
動
が
あ
る
が
、

約
２
万
５
千
人
で
あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

子
育
て
支
援

長
浜
・
方
財
海
岸
の

侵
食
問
題

【
問
】４
年
前
に
地
元
区
長
等

が
知
事
に
現
場
視
察
を
要
望

し
て
い
る
。な
ぜ
実
現
し
な
い

の
か
。

【
答
】
公
式
な
現
場
視
察
は

実
現
し
て
い
な
い
。
重
ね
て

働
き
か
け
を
行
う
。

延
岡
南
道
路

【
問
】料
金
問
題
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】普
通
車
料
金
の
値
下
げ

に
つ
い
て
、
国
や
ネ
ク
ス
コ

西
日
本
に
強
く
要
請
を

行
っ
て
い
く
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

【
問
】青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
自
動
車
保
険
の
補
助
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
非
常
に

重
要
な
活
動
と
認
識
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
支
援

方
法
が
適
当
か
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

友
愛
ク
ラ
ブ

吉
本  

靖 

議
員

南
延
岡
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【
問
】国
交
省
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
中
で
基
本
構
想
作
成
費
用

の
補
助
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、い
か
が
考
え
る
か
。

【
答
】
J
R
九
州
が
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
す
る
考
え
を

固
め
な
い
限
り
、
構
想
の

策
定
が
行
え
な
い
の
で
、

J
R
九
州
が
駅
舎
整
備
に

前
向
き
に
な
っ
た
段
階
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

の
話
も
含
め
、
整
備
手
法
を

協
議
、
検
討
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

ヘ
ル
ス
ト
ピ
ア

【
問
】売
店
の
弁
当
販
売
数
が

少
な
く
、食
べ
そ
び
れ
る
こ
と

が
あ
る
。高
齢
者
だ
け
で
も

弁
当
持
ち
込
み
を
認
め
て

欲
し
い
。

【
答
】弁
当
数
不
足
は
、
館
内

レ
ス
ト
ラ
ン
と
連
携
し
、

対
策
を
取
っ
た
。
弁
当
持
込

は
、
食
品
衛
生
法
上
の
観
点

か
ら
禁
止
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

公
明
党
市
議
団

比
江
島
久
美
子 

議
員

日
本
共
産
党

平
田
信
広 

議
員

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

【
問
】本
市
で
は
現
在

ま
で
の
助
成
に
加
え
、４
月

よ
り
保
育
園
料
の
値
下
げ
、

き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト
の

見
直
し
に
よ
り
子
育
て
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。

18
歳
ま
で
医
療
費
助
成
の

実
現
の
具
体
的
目
標
は
。

【
答
】本
市
は
、１
日
で
も
早
く

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
早
期
実
施
は
難
し
い

と
の
回
答
を
医
師
会
か
ら

頂
い
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

【
問
】ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

に
お
い
て
新
た
に
生
ま
れ
た

雇
用
、今
後
の
雇
用
は
。

【
答
】ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

に
よ
り
、
I
T
企
業
の
進
出

が
相
次
ぎ
、
雇
用
の
場
の

拡
大
が
実
現
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
雇
用
増
を

実
現
す
る
と
考
え
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

無
所
属
市
民
の
会

吉
田
茂
仁 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
城
あ
か
ね 

議
員

注
5

15
歳

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
問
】歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
内

駐
車
場
シ
ス
テ
ム
等
整
備

事
業
に
関
す
る
意
見
募
集

で
は
、あ
た
か
も
駐
車
場

シ
ス
テ
ム
導
入
が
必
要
で
あ
る

か
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
的
な
回
答
を
誘
導
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
３
つ
の
例
は
本
市
が

聞
い
た
実
際
の
事
例
で

あ
る
。
本
市
の
現
在
の
実
情

を
市
民
に
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
す
る
と
い
う

事
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
と

考
え
る
。

孤
独
・
孤
立
対
策

【
問
】本
市
の
現
状
把
握
は
。

【
答
】
令
和
３
年
度
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
依
頼

し
た
ひ
き
こ
も
り
調
査
で

109
人
が
該
当
し
、
な
ん
で
も

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は

相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

学
校
給
食
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６月27日質問議員15名が一般質問市政を問う！

注
1

き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト

保
育
料
は
国
が
定
め
る

上
限
額
の
範
囲
内
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が

定
め
て
い
る
が
、
多
子

世
帯
に
つ
い
て
は
、保
育

料
の
負
担
軽
減
が
あ
り
、

最
年
長
の
子
ど
も
か
ら

順
に
２
人
目
は
半
額
、

３
人
目
以
降
は
無
料
と

な
る
。延
岡
市
で
は
、そ
の

最
年
長
の
子
ど
も
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
年
齢
を

令
和
５
年
４
月
に
小
学
校

就
学
前
か
ら
中
学
校
就
学

前
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、地
域
の
個
性
を

活
か
し
な
が
ら
、地
方
の

社
会
課
題
の
解
決
、魅
力

向
上
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

を
実
現
し
、地
方
活
性
化

を
加
速
す
る
も
の
。国
は
、

基
本
方
針
を
通
じ
て
、

構
想
が
目
指
す
べ
き

中
長
期
的
な
方
向
性
を

提
示
し
、
地
方
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

■
用
語
解
説
■

注
1

注
2

６月28日質問

台
風
災
害
対
策
①

【
問
】川
底
が
上
が
れ
ば
内
水

氾
濫
、外
水
氾
濫
が
考
え

ら
れ
る
。大
規
模
に
土
砂
を

取
り
除
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、今
後
の
土
砂
撤
去

対
策
は
。

【
答
】
土
砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
国
及
び
県
に

対
し
て
強
く
要
請
を
行
っ
て

い
く
。

台
風
災
害
対
策
②

【
問
】停
電
等
の
原
因
に
な
る

と
予
測
さ
れ
る
倒
れ
か
け
た

樹
木
や
、家
屋
に
覆
い
か
ぶ

さ
っ
て
い
る
危
険
な
樹
木
の

処
理
費
に
つ
い
て
補
助
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】
危
険
木
の
処
理
に

つ
い
て
は
、
防
災
や
減
災

の
面
か
ら
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
補
助
制
度
を

創
設
す
る
事
に
つ
い
て
、

協
議
・
検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

健
康
長
寿
社
会

エ
ン
ク
ロ
ス

【
問
】指
定
管
理
が
見
直
さ
れ

賑
わ
い
が
減
少
す
る
こ
と
を

危
惧
し
て
い
る
。

【
答
】
イ
ベ
ン
ト
支
援
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
の

事
業
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り

強
力
に
中
心
市
街
地
の

再
生
に
取
り
組
む
。

富
美
山
地
区
大
規
模
雨
水

処
理
施
設
整
備
事
業
計
画

【
問
】第
１
ポ
ン
プ
場
建
設
の

進
捗
状
況
は
。

【
答
】第
１
ポ
ン
プ
場
は
現
在

調
整
池
の
整
備
を
進
め
て

お
り
令
和
７
年
度
に
完
成

予
定
で
あ
る
。

高
平
山

【
問
】林
道
開
設
後
に
林
道
を

活
用
し
た
観
光
資
源
作
り
は
。

【
答
】風
光
明
媚
な
自
然
と
の

連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り

観
光
客
数
の
増
加
や
滞
在

型
観
光
を
推
進
す
る
た
め

に
林
道
高
平
山
線
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

梶
本
英
一 

議
員

保
育
利
用
料
①

【
問
】本
市
保
育
料
は
国
基
準

と
比
べ
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

所
得
が
低
い
世
帯
ほ
ど

減
額
率
が
低
い
。所
見
は
。

【
答
】
昨
年
度
の
見
直
し
で

最
大
月
額
１
万
円
、
年
間

12
万
円
、
国
の
基
準
と
比
較

す
る
と
３
分
の
２
程
度
ま
で

の
軽
減
と
合
わ
せ
、多
子
世
帯

の
き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト

年
齢
の
大
幅
な
延
長
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

保
育
利
用
料
②

【
問
】政
府
が
こ
ど
も
未
来

戦
略
方
針
を
閣
議
決
定
し
、

制
度
の
拡
充
が
望
め
る
中
で
、

特
に
地
方
自
治
体
負
担
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

【
答
】
保
育
料
へ
の
更
な
る

市
の
財
源
負
担
は
厳
し
い

中
で
、
未
就
学
期
間
だ
け

で
な
く
教
育
の
充
実
に
も

注
力
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

児
童
手
当

友
愛
ク
ラ
ブ

前
田  

遼 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

小
野  

挙 

議
員

漁
業
系
廃
棄
物

【
問
】北
浦・島
浦
等
の
現
状
を

把
握
し
、市
が
先
導
し
て

漁
業
系
廃
棄
物
回
収
日
を

設
け
、業
業
者
等
へ
支
援
は

出
来
な
い
か
。

【
答
】
現
状
把
握
は
出
来
て

い
る
が
、
漁
港
の
環
境
保
全

を
含
め
取
り
組
み
を
支
援

す
る
枠
組
み
を
設
け
て

い
る
の
で
引
き
続
き
支
援

し
て
い
く
。

I
C
T
教
育
①

【
問
】公
立
小
中
学
校
の
同
一

機
種
で
学
習
で
き
る
環
境

整
備
は
。

【
答
】今
年
度
か
ら
来
年
度
に

か
け
て
生
徒
児
童
が
同
一

機
種
で
学
べ
る
環
境
が
整
う
。

I
C
T
教
育
②

【
問
】全
校
一
斉
に
使
え
る

高
速
W
i
‐
F
i
通
信
環
境

の
整
備
は
。

【
答
】
学
校
ご
と
に
調
査
を

行
い
通
信
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
事
業

【
問
】維
持
管
理
費
と
し
て
の

本
市
負
担
額
は
。

【
答
】今
年
度
は
既
存
の
救
急

医
療
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
や

調
査
・
検
討
が
中
心
と
な
る

た
め
、
た
だ
ち
に
は
発
生
し

な
い
。来
年
度
以
降
は
事
業
の

成
果
を
踏
ま
え
国
の
審
査
を

経
て
交
付
決
定
を
受
け
る

が
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
を
市
が

購
入
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
の
で
、
高
額
備
品
を

購
入
す
る
維
持
管
理
費
は

発
生
し
な
い
。

九
州
中
央
自
動
車
道

【
問
】平
底
〜
蔵
田
間
の
新
規

事
業
着
手
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】高
速
道
路
の
事
業
着
手

は
計
画
段
階
評
価
が
完
了

し
た
箇
所
か
ら
事
業
化

さ
れ
る
。
同
区
間
は
計
画

段
階
評
価
の
着
手
に
向
け
た

準
備
を
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

津
波
避
難
対
策

自
民
党
き
ず
な
の
会

柴  

浩
信  

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

稲
田
雅
之 

議
員

注
2

注
3

注
4

計
画
段
階
評
価

国
土
交
通
省
が
所
管
し
、

対
象
と
す
る
事
業
に

お
い
て
、地
域
の
課
題
や

達
成
す
べ
き
目
標
、地
域

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、複
数

案
の
比
較
・
評
価
を
行
う

と
と
も
に
、事
業
の
必
要

性
及
び
事
業
内
容
の

妥
当
性
を
検
証
す
る

取
り
組
み
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

が
ん
治
療
に
よ
る
外
見

の
変
化
に
対
し
医
療
者

が
行
う
ケ
ア
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
略
称
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

情
報
や
事
象
を
正
し
く

理
解
し
、
そ
れ
を
適
切

に

判

断
、
運

用

す

る

た
め
の
知
識
や
能
力
を

向
上
さ
せ
る
教
育
。

■
用
語
解
説
■

注
3

注
4

注
5

行
縢
地
域
の
観
光

【
問
】野
口
遵
記
念
館
の
行
縢

山
を
模
し
た
滝
や
池
に
は

説
明
板
な
ど
が
な
い
。行
縢

山
や
地
域
に
誘
導
す
る
案
内

板
な
ど
を
設
置
し
て
P
R

し
て
貰
い
た
い
。

【
答
】
新
た
な
記
念
館
に
は

多
く
の
来
館
者
が
あ
る
。

そ
の
方
々
の
目
に
も
留
ま
る

よ
う
な
説
明
板
や
案
内
板

の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。

延
岡
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い

の
か
。ま
た
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
ど
れ
く
ら
い

い
る
の
か
。

【
答
】延
岡
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は

発
生
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
毎
日
変
動
が
あ
る
が
、

約
２
万
５
千
人
で
あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

子
育
て
支
援

長
浜
・
方
財
海
岸
の

侵
食
問
題

【
問
】４
年
前
に
地
元
区
長
等

が
知
事
に
現
場
視
察
を
要
望

し
て
い
る
。な
ぜ
実
現
し
な
い

の
か
。

【
答
】
公
式
な
現
場
視
察
は

実
現
し
て
い
な
い
。
重
ね
て

働
き
か
け
を
行
う
。

延
岡
南
道
路

【
問
】料
金
問
題
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】普
通
車
料
金
の
値
下
げ

に
つ
い
て
、
国
や
ネ
ク
ス
コ

西
日
本
に
強
く
要
請
を

行
っ
て
い
く
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

【
問
】青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
自
動
車
保
険
の
補
助
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
非
常
に

重
要
な
活
動
と
認
識
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
支
援

方
法
が
適
当
か
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

友
愛
ク
ラ
ブ

吉
本  

靖 

議
員

南
延
岡
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【
問
】国
交
省
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
中
で
基
本
構
想
作
成
費
用

の
補
助
が
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、い
か
が
考
え
る
か
。

【
答
】
J
R
九
州
が
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
す
る
考
え
を

固
め
な
い
限
り
、
構
想
の

策
定
が
行
え
な
い
の
で
、

J
R
九
州
が
駅
舎
整
備
に

前
向
き
に
な
っ
た
段
階
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想

の
話
も
含
め
、
整
備
手
法
を

協
議
、
検
討
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

ヘ
ル
ス
ト
ピ
ア

【
問
】売
店
の
弁
当
販
売
数
が

少
な
く
、食
べ
そ
び
れ
る
こ
と

が
あ
る
。高
齢
者
だ
け
で
も

弁
当
持
ち
込
み
を
認
め
て

欲
し
い
。

【
答
】弁
当
数
不
足
は
、
館
内

レ
ス
ト
ラ
ン
と
連
携
し
、

対
策
を
取
っ
た
。
弁
当
持
込

は
、
食
品
衛
生
法
上
の
観
点

か
ら
禁
止
し
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

公
明
党
市
議
団

比
江
島
久
美
子 

議
員

日
本
共
産
党

平
田
信
広 

議
員

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

【
問
】本
市
で
は
現
在

ま
で
の
助
成
に
加
え
、４
月

よ
り
保
育
園
料
の
値
下
げ
、

き
ょ
う
だ
い
カ
ウ
ン
ト
の

見
直
し
に
よ
り
子
育
て
の

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。

18
歳
ま
で
医
療
費
助
成
の

実
現
の
具
体
的
目
標
は
。

【
答
】本
市
は
、１
日
で
も
早
く

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
早
期
実
施
は
難
し
い

と
の
回
答
を
医
師
会
か
ら

頂
い
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

【
問
】ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

に
お
い
て
新
た
に
生
ま
れ
た

雇
用
、今
後
の
雇
用
は
。

【
答
】ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

に
よ
り
、
I
T
企
業
の
進
出

が
相
次
ぎ
、
雇
用
の
場
の

拡
大
が
実
現
し
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
雇
用
増
を

実
現
す
る
と
考
え
て
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

無
所
属
市
民
の
会

吉
田
茂
仁 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
城
あ
か
ね 

議
員

注
5

15
歳

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

【
問
】歴
史
・
文
化
ゾ
ー
ン
内

駐
車
場
シ
ス
テ
ム
等
整
備

事
業
に
関
す
る
意
見
募
集

で
は
、あ
た
か
も
駐
車
場

シ
ス
テ
ム
導
入
が
必
要
で
あ
る

か
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
的
な
回
答
を
誘
導
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
３
つ
の
例
は
本
市
が

聞
い
た
実
際
の
事
例
で

あ
る
。
本
市
の
現
在
の
実
情

を
市
民
に
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
す
る
と
い
う

事
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
と

考
え
る
。

孤
独
・
孤
立
対
策

【
問
】本
市
の
現
状
把
握
は
。

【
答
】
令
和
３
年
度
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
依
頼

し
た
ひ
き
こ
も
り
調
査
で

109
人
が
該
当
し
、
な
ん
で
も

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は

相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

学
校
給
食
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概 

要

異
次
元
の
少
子
化
対
策

【
問
】大
人
が
就
職
氷
河
期

世
代
や
失
わ
れ
た
30

作
り
出
し
た
事
に
反
省
を
し
、

若
者
や
子
ど
も
達
が
希
望
を

持
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、全
国
民
、

全
政
治
家
、全
企
業
で
協
力

を
し
、未
婚
化
対
策
や
非
正
規

雇
用
の
処
遇
改
善
を
行
う
事

が
必
要
と
思
う
が
所
見
は
。

【
答
】若
い
世
代
と
氷
河
期
世
代

の
所
得
問
題
も
関
係
す
る
。

今
後
も
未
婚
化
や
非
正
規

雇
用
の
処
遇
改
善
施
策
を

進
め
る
。

不
法
投
棄

【
問
】県
道
浦
城
東
海
線
の

海
岸
沿
い
の
不
法
投
棄
の

対
応
は
。

【
答
】崖
下
へ
の
投
棄
の
た
め

撤
去
は
簡
単
で
は
な
い
。

ま
ず
は
、
啓
発
看
板
や
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対
策

を
実
施
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

新
た
な
移
動
手
段

6月定例議会の主な議案の委員会審査報告
一般会計補正予算１次分（予算審査特別委員会）

一般会計補正予算２次分（予算審査特別委員会）

一般会計補正予算（２次分）に関する本会議での審議について

一般会計補正予算１次分に関する本会議での審議について
　本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、議員提案の修正案を賛成多数で可決し、

それ以外の部分については、当局提案の原案のとおり可決しました。

　市役所周辺において、現在、複数箇所に駐車場が点在し、駐車場の位置や満空状況が分かりづらい
状況となっていることから、主な駐車場の出入口に満車・空車を明示する表示板を設置することに
より、誘導員がいなくても混乱・混雑のない快適で且つ事故防止を図る駐車場管理を行うことが
できるように駐車場管理システムを整備するもの

主
な
質
疑

応
答
の
論
点

・図書館やカルチャープラザの令和元年度と直近の利用者数について
・駐車場を整備した場合の経費削減について
・18人誘導員を配置する前提でのパブリックコメントについて
・毎日18人配置するのではなく、イベントがある時に限定した誘導員の配置について

　私立学校も含めた市内の小中学生等について、給食材料費等の上昇による保護者の負担軽減を図る

ため、給食費等の物価上昇相当額を支援するほか、市内のすべての世帯に５千円の商品・サービス券を

配布する経費や、国の「デジタル田園都市国家構想交付金」の採択決定を受け、採択された事業の予算を

計上した、「空飛ぶクルマ」の医療・防災分野での活用促進を図ることや、平常時には観光客や出張客の

市内での消費拡大を図り、災害時には主要避難所などで携帯電話やスマートフォンが不通になっても

通信を可能とするネットワークシステムを整備する事業など14億1,315万3千円が計上されました。

〇「『空飛ぶクルマ』も見据えた新たな救急搬送体制づくり事業」及び「平常時・災害時共通 災害に強い

地方創生ネットワーク構築事業」の両事業については、これまでの市当局との質疑応答のみでは、

事業の必要性や実現可能性などの観点から事業実施の是非について判断することが難しいため、

閉会中継続審査とした上で、市当局以外の関係者への意見聴取や他自治体の先進事例の調査など、

引き続き慎重に審査を行うこととしたいが、組み替え動議が認められなかったため。

予
算
修
正
の
理
由

意
見
書
を

 

提
出
し
ま
し
た

　
延
岡
市
議
会
で
は
、

本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き

意
見
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
６
月
定
例
議
会

で
は
１
件
の
意
見
書
案
を

可
決
し
、
国
に
提
出
し

ま
し
た
。
意
見
書
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．
森
林
の
多
い
市
町
村

が
必
要
な
森
林
整
備

を
よ
り
一
層
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
譲
与
基
準
を

見
直
す
こ
と
。

　
　
　
　（
一
部
抜
粋
）

都
市
公
園

【
問
】南
部
地
区
に
遊
具
が

充
実
し
た
公
園
や
レ
ジ
ャ
ー

ス
ポ
ッ
ト
的
な
場
所
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
市
内
中
心
部
と
比
べ
、

そ
の
箇
所
数
が
少
な
い

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

分
科
会
の
中
で
地
域
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

空
き
家
対
策

【
問
】社
会
貢
献
活
動
な
ど
を

行
う
場
所
と
し
て
利
用
す
る

た
め
仲
介
を
担
う
制
度
や

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
で
き

な
い
か
。

【
答
】
空
き
家
活
用
を
希
望

す
る
社
会
貢
献
活
動
を

行
う
団
体
等
へ
の
聞
き

取
り
を
行
う
ほ
か
、
空
き
家

所
有
者
等
に
関
し
て
は

具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て

意
向
調
査
を
行
う
こ
と
で
、

幅
広
い
利
活
用
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

少
子
化
対
策

森
林
環
境
譲
与
税
の

譲
与
基
準
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

６月29日質問

立
憲
民
主
党
市
議
団

宮
田
博
徳 

議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
、取
得
す
る
た
め
の

手
続
き
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
方
々
へ
の
発
行
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

【
答
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

操
作
が
困
難
で
あ
る
等

手
続
き
が
難
し
い
ケ
ー
ス

の
対
応
と
し
て
、自
宅
へ
担
当

職
員
が
出
向
い
て
申
請
の

手
続
き
を
行
う「
出
張
申
請
」

を
実
施
し
て
い
る
。

地
域
医
療

【
問
】延
岡
看
護
専
門
学
校
は
、

全
日
制
に
移
行
す
る
。本
市

独
自
の
支
援
事
業
は
で
き

な
い
か
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
運
営
費
に

対
す
る
補
助
等
は
行
っ
て

い
る
。
学
生
に
対
し
て
も

延
岡
市
育
英
会
の
奨
学
金

制
度
の
支
援
等
で
支
援

し
て
い
る
。
市
内
の
看
護
職

人
材
確
保
の
た
め
の
新
た
な

支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

福
祉
施
設
の
更
新

無
所
属
市
民
の
会

甲
斐
正
幸 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

峯
田
克
明 

議
員

健
康
診
断

【
問
】国
民
健
康
保
険
の
特
定

検
診
の
よ
う
に
、無
料
で

受
け
ら
れ
る
制
度
を
、
40
歳

未
満
の
方
々
に
広
げ
ら
れ

な
い
か
。

【
答
】他
自
治
体
の
実
施
状
況

を
参
考
に
、
関
係
機
関
と
も

協
議
を
行
い
、
国
保
加
入
の

40
歳
未
満
の
被
保
険
者
も

検
診
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

ご
み
処
理
問
題

【
問
】様
々
な
理
由
に
よ
り
、

家
庭
ご
み
の
搬
出
に
苦
慮

し
て
い
る
方
々
へ
の
対
応
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】ご
み
出
し
困
難
者
へ
の

支
援
は
、
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
年
度
中

に
要
綱
等
の
見
直
し
を

行
い
、
来
年
度
か
ら
制
度
の

充
実
と
排
出
困
難
者
の

減
少
を
、
実
現
す
る
よ
う

取
り
組
む
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

不
登
校
問
題

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、市
民
に
不
安

を
与
え
て
い
る
。ト
ラ
ブ
ル

か
ら
市
民
の
不
安
を
払
し
ょ
く

す
べ
き
と
考
え
る
が
、そ
の

対
策
は
。

【
答
】国
の
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

情
報
総
点
検
本
部
」と
連
携
を

図
り
な
が
ら
点
検
作
業
を

行
う
。ま
た
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
込
支
援
コ
ー
ナ
ー
に
て

丁
寧
な
対
応
を
行
う
。

防
災
対
策

【
問
】河
川
の
堆
積
土
砂
は

早
期
に
撤
去
し
て
河
川
氾
濫

か
ら
市
民
の
安
全
を
確
保

す
べ
き
と
思
う
が
土
砂
撤
去
の

計
画
は
。

【
答
】河
川
内
の
土
砂
撤
去
や

除
草
は
、
氾
濫
を
防
ぐ
効
果

が
高
い
と
考
え
る
。
今
後
も

国
及
び
県
に
対
し
引
き

続
き
強
く
要
請
し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

乗
合
タ
ク
シ
ー

立
憲
民
主
党
市
議
団

長
友
幸
子 

議
員

無
所
属
市
民
の
会

上
杉
泰
洋 

議
員

年
を

【予算の概要】

　審査の結果、「空飛ぶクルマ」も見据えた新たな救急搬送体制づくり事業に関する歳出予算（１億

180万円）及び平常時・災害時共通 災害に強い地方創生ネットワーク構築事業に関する歳出予算（１億

9,943万６千円）の全額の減額及び減額に伴う財源調整を行うこと、また、それら減額した２事業に

関する歳入歳出予算（合計３億123万６千円）を計上した新たな補正予算を編成することを求める

組み替え動議（※）が賛成多数により可決されました。その後、市長より本動議を受け入れない旨の
意向が示されたことを受け、「空飛ぶクルマ」も見据えた新たな救急搬送体制づくり事業及び平常時・

災害時共通 災害に強い地方創生ネットワーク構築事業に係る歳入歳出予算を減額する修正案が議員

から提案され、審査の結果、賛成多数により議員提案の修正案を可決し、それ以外の部分については、

全員異議なく当局提案の原案のとおり可決しました。

　※組み替え動議とは、提案された予算案を編成し直すことについて、委員会の意思決定を求めて行われる議員からの
　　提議のことをいいます。

【審査結果】

予算の修正を行う主な理由は、次のとおりです。

本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、賛成少数により否決されました。
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令和５年度延岡市一般会計補正予算（※）
令和５年度延岡市下水道事業会計補正予算

延岡市一般職職員給与条例の一部改正

職務に専念する義務の特例に関する条例の一部改正

延岡市税条例の一部改正

延岡市火災予防条例の一部改正

延岡市特別用途地区内における建築物の制限に関する条例の制定

延岡市土地区画整理事業施行条例の一部改正

延岡市国民健康保険税条例の一部改正

延岡市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

延岡市都市公園条例の一部改正

財産の取得（水槽付消防ポンプ自動車の購入）

財産の取得（小型動力ポンプ付積載車の購入）

市道の路線廃止（５路線）

市道の路線認定（４路線）

延岡市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について

延岡・西臼杵地域成年後見制度利用促進基本計画検討協議会共同設置規約の制定に関する協議

令和５年度延岡市一般会計補正予算（二次分）

副市長の選任（小泉 智明 氏）

6月定例議会で決まったこと （6/16～７/7）

令
和
５
年
度
　
延
岡
市
議
会
の
議
会
構
成

　６月定例議会では、一般職職員給与条例の一部改正など17件の議案を可決・同意し、１件の議案を修正可決し、
1件を否決しました。また、市長から３件の報告を受け、請願１件を採択しました。
　一般質問では３日間で15名が登壇し、マイナンバーカードなどについて活発な議論が交わされました。

各常任委員会では、1年間の調査項目
を定め、先進地調査を行うなど、重点
的に調査・研究を実施し、令和６年の
３月定例議会にて調査結果を報告
します。

５月臨時議会で決まったこと （5/15・16、5/30）

※当該議案の7月臨時会以降の経過については、紙面作成の日程の都合上、次号に掲載いたします。なお、議決結果等に
　ついては延岡市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名 結 果
修正可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

否　　決

原案同意

固定資産評価員の選任（甲斐 保孝 氏）

専決処分の承認（令和５年度延岡市一般会計予算）

専決処分の承認（令和５年度延岡市一般会計補正予算）（第１号）

専決処分の承認（延岡市税条例の一部を改正する条例の制定）

専決処分の承認（令和５年度延岡市一般会計補正予算）（４月補正）

監査委員の選任（中城 あかね 氏）

議　案　名 結 果
原案同意

承　　認

承　　認

承　　認

承　　認

原案同意

令和５年度延岡市一般会計補正予算

和解及び損害賠償の額の決定

原案可決

原案可決

令和４年度延岡市繰越明許費繰越計算書の報告

令和４年度延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告

令和４年度延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告

請　　願

各常任委員会の令和５年度所管事務調査テーマ

結 果

報告案件

報 告 案 件

5/15・16

5/30

採　　択学校給食の無償化についての請願

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

常

　任

　委

　員

　会

総
務
政
策
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

厚
生
教
育
委
員
会

委 員 長

副委員長

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 員 長

副委員長

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 員 長

副委員長

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

上　杉　泰　洋

猪之鼻    哲

中　島　誠　治

山　本　珠　美

宮　田　博　徳

前　田　　  遼

甲　斐　行　雄

稲　田　雅　之

甲　斐　正　幸

吉　本　　　 靖

梶　本　英　一

後　藤　司　光

小御門　　　綾

甲　斐　忠　篤

北　林　幹　雄

小　野　正　二

河　野　治　満

比江島　久美子

峯　田　克　明

柴　　  浩　信

吉　田　茂　仁

小　野　  　挙

中　城　あかね

平　田　信　広

長　友　幸　子

早　瀨　賢　一

議
会
運
営
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

宮
崎
県
北
部
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

委 員 長

副委員長

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 員 長

副委員長

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

委 　員

議 　員

議 　員

議 　員

議 　員

議 　員

議 　員

北　林　幹　雄

甲　斐　行　雄

柴　　  浩　信

稲　田　雅　之

長　友　幸　子

小　野　正　二

河　野　治　満

長　友　幸　子

甲　斐　行　雄

甲　斐　忠　篤

猪之鼻    哲

比江島　久美子

峯　田　克　明

中　城　あかね

平　田　信　広

早　瀨　賢　一

甲　斐　行　雄

北　林　幹　雄

長　友　幸　子

小　野　正　二

河　野　治　満

議　　　長

副　議　長

監 査 委 員

松　田　満　男

早　瀨　賢　一

中　城　あかね

１年間調査します!!
総  務

政  策

産  業

建  設

厚  生

教  育

〇国民スポーツ大会開催に向けた取り組み

〇デジタル田園都市国家構想に関する取り組み

〇PFIの手法を活用した事業の取り組み

〇まちなかの賑わいづくりの取り組み

〇脱炭素先行地域に関する取り組み

〇学校・地域が連携する取り組み
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市議会だより

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

テレビ放映

ラジオ放送

会議録検索システム

本会議録画映像インターネット配信

ケーブルメディアワイワイ　111ch

FMのべおか　88.6MHz

延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会 ＞ 会議録検索

延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会＞ 議会情報一覧「録画配信」

主な掲載内容
◆６月定例議会・5月臨時会で

決まったこと

◆主な議案の委員会審査報告

◆市政を問う！（一般質問）

◆令和５年度 延岡市議会の議会構成

◆全国市議会議長会表彰、編集後記

2

3

4～6

7

8

5月臨時会において、新しい議長・副議長が就任しました

　5月の臨時会におきまして、第5９代議長に就任いたしました。コロナ禍の折には様々な活動がストップし、

経済的なダメージを受けた中での就任となり、市内の様々な声をお伺いし、その期待と職責の重さを改めて

実感し、身の引き締まる思いです。ここ数年、人の動きは停滞し、地域のコミュニケーションの機会も

減っておりましたが、今年度に入っては、新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、

各種行事が数年ぶりに再開、開催されるなど、少しずつではありますが、明るい兆し

も徐々に大きくなってきております。延岡を以前のように活気あるまちにすべく職務

を全うしたいと思います。

　これからは、本会議をはじめとしたライブ配信など、各議員がそれぞれの立場で

是々非々の議論を行う姿をさらに見ていただくことで、今以上に開かれた議会と

なり、市民の皆様に親しまれる存在となるよう努力していきます。今後とも、延岡市の

さらなる発展のために取り組んで参りたいと思いますので、皆様のご指導、ご鞭撻を

お願い申し上げます。

議長就任あいさつ

議長  松田 満男

全国市議会議長会表彰

　
４
月
の
市
議
会
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市
民
の
皆
様
の
御
意
見

を
参
考
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
議
会
広
報

に
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、ご
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い
い
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ま
す
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編
集

後

記

延岡市議会議員（令和５年５月２日～）

広報・広聴検討会議メンバー

柴　 浩信、中島 誠治、山本 珠美

宮田 博徳、後藤 司光、小御門 綾

小野　 挙、甲斐 正幸

　5月の臨時会におきまして、副議長に就任いたしました。責務の重さを受け止め、

議会の皆様から選任いただいたことに応えるべく、議長を支えながら、丁寧な議会

運営に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症が５類に移行後、経済や社会が日常風景を取り戻そう

とする一方で、「コロナとの共生」という新しい価値観も生まれつつあります。延岡市

議会も４月の統一地方選挙において、新しいメンバーでの船出となりましたが、

今までの仕組みや取り組みを是とするのではなく、改革、改善の声にも耳を傾け、

議会が一丸となって市政の課題に取り組み、延岡市全体が発展し、住みやすいまちに

なるよう努力してまいります。今後とも、よろしくお願いいたします。

副議長就任あいさつ

副議長 早瀨 賢一

　第９９回全国市議会議長会において、多年に

わたる地方自治の進展に寄与した功績により、稲田

雅之議員が２０年表彰を受けられました。

　６月定例会開会日に議場で、表彰状の伝達並びに

市長から祝辞が述べられ、稲田議員より、謝辞が

述べられました。


